


カスタムナップサック vs. PE巾着袋：販促・チーム・イベント担当者のための形式選びガイド

Details

結論から： 受け取った人が背負って何週間も使い回すなら、ポリエステルまたはナイロン製のカスタムナップサックを選びましょう。使い回すたびに、追加費用なしでインプレッションが積
み上がります。1日限りの配布、透明または防湿が必要な用途、再利用より単価を重視する大ロットには、平らなPEフィルム巾着袋が向いています。判断軸は四つです。袋の持ち方、必要
な耐用期間、アートワークに合う印刷方法、そして製作期間がいつ始まるかです。

カスタムナップサックを検索すると、一つの言葉の下に二つの異なる製品が出てきます。一つは肩ひも付きの、背負える布製バッグ。もう一つは、引きひもテープや綿ひもで口を閉じる、平
らなポリエチレン（PE）フィルム袋です。サプライヤーのカタログやマーケットプレイス、さらには見積もり依頼でさえ、両者を同じ商品として扱うことがありますが、同じではありませ
ん。素材、印刷工程、壊れ方、そしてロゴが人の目に触れ続ける期間が異なります。

この取り違えは高くつきます。フィルム袋を「バックパック」として発注したチームには、肩に掛けられない袋が届きます。濡れた洗濯物や患者さんの持ち物のために布製ナップサックを発
注したホテルやクリニックでは、水が染み通り、中身も隠れてしまいます。1色のスクリーン印刷のナップサックに写真品質のアートワークを期待した購入者は、校正刷りとは似ても似つか
ない袋を数百枚抱えることになります。このガイドでは用途別に形式を整理しているので、キーワードではなくプログラムで選べます。
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カスタムナップサックとは？PE巾着袋との違い
ナップサックは、通常ポリエステルまたはナイロンで作られた縫製の布袋です。二本のひもが上部のひも通し部を通り、底の両角に固定されています。多くはハトメや補強パッチ越しに留め
られます。ひもを引くと袋の口が閉じ、そのひもがそのまま肩ひもになります。カスタム仕様の巾着型バックパックでは、スクリーン印刷、熱転写、昇華転写のいずれかでロゴ、チーム名、
イベントマークを入れます。ひもがストラップを兼ねるため、背負って使うことを前提に作られています。

PE巾着袋は、ポリ宅配袋や衣類カバーと同じ樹脂系統であるポリエチレンフィルムで作られます。口元のヒートシールされたひも通し部に、引きひもテープまたはひもが通っています。口
を閉じ、持ち手のループとしても使えますが、一対の肩ひもではありません。フィルムは製袋の前にロール状態で、通常はフレキソ印刷で印刷されます。そのロールを製袋機に送り、ひも通
し部を折り返し、閉じ具を通し、シールして一枚ずつ裁断します。仕上がりは軽量で耐水性があり、透明にもできるため、警備員、看護師、ハウスキーパーが袋を開けずに中身を確認できま
す。

厚さの表し方は素材ごとに異なり、購入者が単位を取り違えることがよくあります。生地は糸の太さ（デニール）で指定します。フィルムはミルで指定し、1ミルは0.001インチ、
約25.4マイクロメートルです。「2ミル」のフィルム袋の厚さは約0.05 mmで、2 mmではありません。無地のフィルム袋に対する公開レビューでは、同じゲージ（板厚）を
「薄すぎる」と言う人と「厚すぎる」と言う人の両方がおり、この単位が双方向に誤解されていることがわかります。見積もりのたびに単位を確認してください。



カスタムナップサックとPE巾着袋を選ぶ五つのステップ

ステップ1：袋の持ち方を決める

まず持ち方から考えます。これだけで一方の形式がすぐに外れるからです。受け取る人がキャンパスやレースの展示会、3日間の大会で袋を背負って歩くなら、底に固定された肩ひもが必要
です。その構造を持つのは布製ナップサックだけです。「スポーツ用 カスタム巾着袋」と検索すると、まさにこれを求めるチーム担当者が多く見つかります。スナック、ボトル、ユニフォー
ムの重みは底の両角にかかり、縫製と補強を施したナップサックはそこが最も丈夫です。

短時間、手で持ち運ぶ袋なら、フィルムが適しています。たとえば、展示会の資料キット、患者さんの持ち物袋、ホテルのランドリー回収、カウンター越しに渡すサンプルパックなどです。
フィルムは湿気を通さず、透明にでき、キットの出荷時の重量もほとんど増やしません。バックパックとして訴求するのはやめましょう。フィルム袋を肩に掛けようとすると、袋の最も弱い
部分であるひも通し部に負荷がかかります。

ステップ2：袋の使用可能期間を見積もり、インプレッション単価に換算する

この場面では単価は誤解を招く指標です。インプレッション単価のほうが適しており、計算も簡単です。

インプレッション単価 =（単価 + 初期費用 ÷ 数量 + 運賃（個当たり））÷（想定使用回数 × 使用ごとに袋を目にする人数）

結果を左右するのは、たいてい再利用の項です。たとえば、布製ナップサックの価格がフィルム袋の三倍でも十回持ち歩かれ、フィルム袋はイベントで一度使われて捨てられるとします。そ
の場合、ナップサックのインプレッション単価は半分を大きく下回ります。逆も成り立ちます。フェスの入口での配布やカンファレンスのバッジ受け取りのように、袋がその日の午後だけ持
てばよい場合、布の余分な耐久性は無駄になり、安い形式のほうが、かけた費用あたり、より多くの人の手に届きます。

再利用の見積もりは正直に立てましょう。一度のイベント向けに買った薄くて透けるポリエステルのナップサックは、反応が今ひとつになりがちです。受け取った人は「何でも入るけれど、
どれだけ持つかは様子見」と言います。ナップサックの再利用が一、二回にとどまりそうなら、その前提で試算してください。計算式に実際の数字を入れられるよう、サプライヤーには単価、
初期費用、運賃を別々の行で出してもらいましょう。



ステップ3：アートワークに合う加飾方法を選ぶ

形式ごとに印刷方法が違い、その印刷工程がアートワークで表現できる内容を左右します。

布製ナップサック： 大量生産ではスクリーン印刷が標準です。インク色ごとに専用のスクリーンが必要なため、低価格の見積もりの多くは1色のみとなっています。この点を見落
とした購入者は、写真のアートワークが平板な単色のマークに置き換わってしまいました。熱転写と昇華転写ならフルカラーを再現できます。昇華転写には明るい色のポリエステ
ルが必要です。自分でプレスする場合は、ひもを保護してください。プレス時に最初に溶けるのは引きひもだったという購入者の報告があります。
PEフィルム袋： フレキソ印刷では、特色ごとに感光性樹脂版を一枚使います。インキがしっかり定着するよう、フィルムには先にコロナ処理を行います。透明フィルムでは、
色の下に白の下刷りが必要で、この白が印刷ユニットを一つ使います。版代は色ごとに発生し、ロット全体に分散されるため、多色のフィルム印刷は数量が多いほど採算が合い、
単色または2色のマークなら少量でも成り立ちます。

どちらの場合も、生産前に実物またはデジタルの校正刷りを承認してください。アートワークは縫い目、ひも通し部、ひもの出口から離して配置します。フィルム袋のアートワークの準備は
製品ページで説明しているため、このガイドでは繰り返しません。



ステップ4：見積もり日ではなく、イベント日から逆算する

どちらの形式でも、製作期間は校正承認から始まります。見積もりを依頼した時点や注文した時点ではありません。イベント日から逆算し、アートワークの修正、校正の承認、手付金または
初期費用の支払い、生産、運送にかかる時間を見込んでください。海外生産の場合は、工場の生産期間とは別に海上輸送または航空輸送の日数を加えます。

二つの形式は、遅れる原因が異なります。布製ナップサックは、糸と生地の色合わせや、アートワークが変わったときのスクリーンの作り直しで遅れます。フィルム袋は、製版や、版を作成
した後のゲージ（板厚）、サイズ、閉じ具の変更で遅れます。こうした変更はたいてい新しいサンプルが必要になるためです。まず仕様を確定させてから、納期を確認してください。フィル
ムの場合、校正承認から出荷までの工程は カスタムPE巾着袋 ページで説明しています。

ステップ5：希望より優先されうるルールを確認する

外部要因が三つあり、形式を左右することがあります。

会場のポリシー。 多くのスタジアムやアリーナは、バッグの最大サイズを定めたり、透明バッグを義務づけたり、ロゴの大きさを制限したりしています。不透明な布製ナップサックが入口で
断られる会場でも、透明フィルムなら認められる場合があります。サイズを決める前に、会場の書面によるポリシーを入手してください。

州のレジ袋法。 レジ袋規制の対象は持ち帰り用の袋であり、衣類用、部品用、販促用の巾着袋ではありません。ただし、小売店での配布物には影響します。カリフォルニア州のSB
1053により、2026年1月1日から、食料品店でのプラスチック製レジ袋が廃止されました。ワシントン州は、 再利用可能なプラスチック袋の最小厚さ2.25ミル[1] を維持し、4
ミルの要件は2028年に先送りしました。イベント用のバッグを実際に店のレジで配る場合は、先に袋の種類を確認してもらってください。

包装責任に関するルール。 カリフォルニア州の SB 54の包装EPRプログラム[2] は、対象となる使い捨てプラスチック包装のリサイクル率65%を2032年までに目指しています。
2027年以降は、承認されたプログラムに参加していない生産者は、対象となる素材を州内で販売できません。包装として使われるフィルム袋はこの法律の対象となる可能性があり、商品
として販売される再利用可能な布製ナップサックは通常対象外です。自社のプログラムがどちらに当たるかは、コンプライアンス担当者に確認してください。

環境訴求も二つの形式で異なります。フィルム袋は、単一素材であればリサイクルしやすくなります。業界メディアによると、 PE製の引きひもテープにすると、袋は重量比で95%を超
えるPEを維持できる[3]とのことです。欧州の設計ガイダンスのうち、 RecyClassのナチュラルPEフィルムガイドライン[4] では、70%未満の設計は「リサイクル不可」と評
価されます。 #4の樹脂識別コード[5] は樹脂の種類を示すだけで、その袋がリサイクル可能であることを意味しません。 グレードAの透明PEフィルム仕様[6] では、異物混入の合計を
重量比5%までに制限しています。そのため、印刷が多い袋や着色された袋は適合しない場合があります。再生フィルムの出口市場も限られています。最近の分析では、最も有望な出口が吸
収できるのは約 年間800,000トンの家庭用PEフィルム[7]分にとどまり、そのいずれの出口にも食品接触用途は含まれません。

袋に食品を入れる場合、規則はさらに厳しくなります。PE樹脂は 21 CFR 177.1520[8]に適合している必要があります。食品接触面のコーティングは 21 CFR

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-pe-film-drawstring-bags.html
https://www.packagingdive.com/news/state-packaging-laws-2026-bags-foam-pfas-hotels/808682/
https://calrecycle.ca.gov/packaging/packaging-epr/
https://packagingeurope.com/news/adapa-targets-ppwr-recyclability-requirements-with-pe-bag-drawstrings/12458.article
https://packagingeurope.com/news/adapa-targets-ppwr-recyclability-requirements-with-pe-bag-drawstrings/12458.article
https://recyclass.eu/wp-content/uploads/2026/04/RecyClass-DfR-Guidelines-Natural-PE-Films.pdf
https://blog.ansi.org/ansi/resin-identification-codes-rics-astm-d7611/
https://www.recycledmaterials.org/wp-content/uploads/PE-Clear-Film-Grade-A.pdf
https://www.wastedive.com/news/flexible-plastic-film-recycling-eunomia-delterra-amcor-kraft-heinz/830294/
https://www.ecfr.gov/current/title-21/section-177.1520
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-175/subpart-C/section-175.320


175.320[9]の対象で、クロロホルム可溶性抽出物は0.5 mg/in²までに制限されています。再生材を使用する場合は、別途 FDAの再生プラスチックに関するガイダンス[10]に
基づく確認が必要です。ニュージャージー州は 食品接触用途の一部のPCR義務化を2029年末まで延期しました[11]。袋に表示できる訴求表現は製品ページで説明しています。確認が
済むまで、いかなる訴求表現も印刷しないでください。

カスタムナップサック vs. PE巾着袋：並べて比較

判断項目 ポリエステル／ナイロン製ナップサック 平らなPEフィルム巾着袋
持ち方 両肩に背負う。ひもは底の両角に固定 引きひもテープまたはひものループを手で持つ。背負う用途には作られていない
典型的な破損箇所 重い荷物による角の縫い目やハトメの破損。薄い生地は摩耗する ひも通し部の裂け、引きひもテープの抜け、ひも通し部に閉じ具が通っていない
厚さの単位 デニール（糸の太さ） ミル（1ミル = 0.001 in ≈ 25.4 µm）
防湿性と視認性 通常は不透明。生地は水を通す 耐水性。完全な透明にもできる
加飾 スクリーン印刷（色ごと）、熱転写、昇華転写 フレキソ印刷、特色ごとに専用の版、透明フィルムでは白の下刷り
インプレッション単価が活
きる場面 数週間から数か月にわたる繰り返し使用 非常に大量の配布で活きる低い単価

スケジュールが遅れる原因 スクリーンの作り直し、生地とひもの色合わせ 製版、版作成後の仕様変更

向いているプログラム スポーツチーム、学校の取り組み、レースキット、ジムや旅行用
のグッズ

展示会キット、患者さんの持ち物、ホテルのランドリー、サンプル・部品用パック、透明バッ
グ指定の会場

両方を組み合わせるケースも多くあります。たとえば大会では、選手にカスタムの巾着型バックパックを配り、受付で渡すウェルカムキットには透明フィルム袋を使うことがあります。形式
ごとに、その形式に合わせて作成した仕様で発注してください。共通の「巾着袋」仕様一つで発注するのは避けましょう。

よくある質問
FAQ：PE巾着袋をナップサック代わりに使えますか？

いいえ。フィルム袋には、底に固定された二本のひもではなく、口元に閉じ用のループが一つあるだけです。背負うと、荷重のすべてがヒートシールされたひも通し部にかかります。背負っ
て使う予定なら、縫製のポリエステルまたはナイロン製ナップサックを指定してください。

FAQ：スポーツチームにはどちらの形式が向いていますか？

https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-175/subpart-C/section-175.320
https://www.fda.gov/regulatory-information/search-fda-guidance-documents/guidance-industry-use-recycled-plastics-food-packaging-chemistry-considerations
https://www.wastedive.com/news/new-jersey-delays-pcr-requirements-food-contact-packaging/830139/


選手用には、ほぼ常に布製ナップサックが向いています。ボトルや用具を肩で支えられ、シーズンを通して使い回されるため、インプレッション単価が下がります。フィルム袋は、寄付品の
仕分けや試合後の濡れたユニフォームの袋詰めなど、チーム主催のイベントに適しています。

FAQ：ナップサックにフルカラーの写真アートワークを入れられますか？

可能ですが、1色のスクリーン印刷では対応できません。熱転写、または明るい色のポリエステルへの昇華転写を依頼し、校正刷りを承認する前に印刷方法を書面で確認してください。低価
格の商品の多くは1色に限られており、購入者はその一行を見落としがちです。

FAQ：「2ミル」は、フィルムの厚さが2ミリメートルという意味ですか？

いいえ。ミルはインチの千分の一なので、2ミルは約0.05 mmです。ゲージ（板厚）の取り違えを防ぐため、発注書には両方の単位を記載してください。

FAQ：どちらの形式のほうが製作が早いですか？

どちらが常に早いとは言えません。どちらも製作期間は校正承認から始まり、版やスクリーンを作った後に仕様を変更すると、スケジュールはやり直しになります。各サプライヤーから、校
正承認を起点とした日付入りのスケジュールを取り寄せ、運送日数を加えてください。

FAQ：印刷済みPEフィルム袋の詳細仕様はどこで指定できますか？

ゲージ（板厚）、閉じ具の選択、アートワークの準備、ロット検査、表示可能な訴求表現については、当社の 印刷PEフィルム巾着袋ページで説明しています。数量とイベント日をお知らせ
いただければ、見積もりをお出しします。

重要ポイント
価格を比べる前に、袋の持ち方で形式を選びましょう。 — フィルムの厚さはミルで表され、ワシントン州が再利用可能なプラスチック袋に定める法定最小厚さはわずか2.25
ミルです。これらのフィルムがいかに薄いかがわかります (出典)
単一素材のPE設計にすると、リサイクル性の訴求を裏付けやすくなります。 — PE製の引きひもテープにすると、袋は重量比で95%を超えるPEを維持できます (出典)
樹脂コードはリサイクルの根拠ではありません。 — #4コードが示すのはLDPEという樹脂だけで、その袋がリサイクルされることを意味するものではありません (出典)
印刷が多いと、フィルムがリサイクルしやすい等級から外れることがあります。 — グレードAの透明PEフィルムで許容される異物混入は、合計で重量比最大5%です (出
典)
カリフォルニア州のEPR規則は、包装として使われるフィルムに適用されます。 — SB 54は、対象となるプラスチック包装のリサイクル率65%を、2032年まで
に目指しています (出典)
食品接触用途では、樹脂以外の書類も必要です。 — ポリオレフィンフィルムのコーティングは、クロロホルム可溶性抽出物が0.5 mg/in²以下に制限されています (出
典)

まとめ：検索キーワードではなく、プログラムに合う形式を選ぶ
カスタムナップサックは、背負って使い続けてもらえる場合に採算が合い、コストが多くのインプレッションに分散されます。PEフィルム巾着袋は、透明であること、防湿性、軽さ、ある
いは数千単位で配れる安さが必要な場合に採算が合います。見積もりを依頼する前に、四つの問いに答えてください。袋をどう持ち運ぶか、何回使われるか、アートワークにはどの印刷方法
が必要か、そしてイベント日に間に合う校正承認の期限はいつか、です。そのうえで、会場のポリシーと州の規則を確認します。フィルムが適していると判断したら、 カスタム印刷PE巾着
袋の仕様 をご確認のうえ、数量、アートワーク、イベント日をお送りください。御社に合わせた見積もりをご案内します。
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